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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
昨
年
は
、
米
が
豊
作
、
ハ
タ
ハ
タ
も
豊
漁
で
あ

り
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
低
価
格
に
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
経
済
危
機
や
原
油
価
格
の

高
騰
等
世
界
中
が
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

今
年
が
ど
う
い
う
展
開
を
し
て
い
く
の
か
先
行
き
不
透
明

な
政
治
経
済
状
況
で
あ
り
、
地
方
自
治
を
め
ぐ
る
動
き
も
依

然
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
牛
の
よ
う
に
歩
み
は
鈍
く

と
も
希
望
を
も
っ
て
前
進
で
き
る
年
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願

う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
町
は
、
懸
案
の
新
庁
舎
建
設
が
本
格
的
に
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、今
年
も
最
大
の
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
庁
舎
本
体
工
事
が
継
続
さ
れ
、
年
度
内
に
は
全
形

が
見
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
し
、
近
隣
で
は
初
め
て
の
地
中

熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
も
完
成
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
と
並
行
し
な

が
ら
庁
舎
内
の
配
置
や
移
転
準
備
に
も
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

峰
浜
庁
舎
焼
失
以
来
、
分
散
し
て
き
た
業
務
も
新
庁
舎
に

集
中
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
八
峰
町

の
拠
点
と
し
て
町
民
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
様
々
な

課
題
を
解
決
し
て
、
９
月
24
日
の
業
務
開
始
を
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

次
に
、
八
森
地
区
の
統
合
小
学
校
、
新「
八
森
小
学
校
」が

４
月
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
出
来
る
よ
う
万
全
を
期
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
小
学
校
と
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら

１
３
０
年
を
超
え
る
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、
新
し
い
時
代
へ

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
子
供
達
が
教
育
環
境
の
変
化
や
初
の
バ
ス
通
学
、
人
間

関
係
づ
く
り
等
に
対
応
で
き
る
よ
う
学
校
関
係
者
と
力
を
合

わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
今
、
世
界
的
不
況
が
進
行
す
る
中
で
、
町
内

各
企
業
が
懸
命
な
努
力
を
続
け
て
い
る
こ
と
に
頭
の
下
が
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
も
何
か
支
援
出
来
る
こ
と
が

な
い
の
か
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
併
せ

て
、
こ
う
し
た
時
こ
そ
地
域
に
資
源
の
あ
る
、
基
盤
の
あ
る

産
業
を
大
事
に
し
、
育
て
る
こ
と
が
一
番
の
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
農
業
や
漁
業
は
、
国
民
の
安
全
安
心
な
食
を

守
る
大
事
な
産
業
と
し
て
育
て
る
こ
と
が
益
々
、
重
要
で
あ

り
ま
す
。

　

夫
々
、
厳
し
い
環
境
は
あ
り
ま
す
が
、
椎
茸
栽
培
は
じ

め
実
績
を
上
げ
て
い
る
農
家
も
ご
ざ
い
ま
す
。「
お
ら
ほ
の

館
」や「
観
光
市
」等
物
産
で
定
着
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。「
世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地
」と
日
本
海
の
魅
力
を
体

験
メ
ニ
ュ
ー
に「
あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン
タ
ー
」は
利
用
増
で

す
。「
白
神
塩
も
ろ
み
」と
い
う
有
力
な
新
素
材
も
出
来
上
が

り
ま
し
た
。「
菜
の
花
栽
培
」に
も
着
手
し
ま
す
。
楽
観
せ
ず

し
か
し
悲
観
せ
ず
、
町
民
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
よ
り
付
加

価
値
を
高
め
、
足
元
の
産
業
を
し
っ
か
り
強
化
す
る
こ
と
が

今
年
の
要
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

様
々
な
福
祉
課
題
の
前
進
や
国
の
地
方
政
策
混
迷
で
影
響

大
の
行
財
政
基
盤
を
ど
う
確
立
す
る
か
等
今
年
も
難
し
い
舵

取
り
を
迫
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
民
皆
様
と
対
話
を
継

続
し
な
が
ら
、
協
働
で
四
年
目
に
入
る
八
峰
町
を
住
み
良
い

町
に
す
る
よ
う
全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
町
民
皆
様
が
ご
健
勝
ご
多
幸
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

2009年の新春を迎えて

八峰町長 加 藤 和 夫

Happy new year 2009

八
峰
町
消
防
団
出
初
式

　

１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
団
出

初
式
が
行
わ
れ
、
町
内
15
分
団
の

団
員
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
沢
目
駅

前
で
分
列
行
進
を
行
い
、
町
長
ら

の
観
閲
を
受
け
た
あ
と
、
峰
浜
中

学
校
で
行
わ
れ
る
式
典
に
出
席
。

式
典
で
は
、
加
藤
町
長
が「
昨
年

は
、
６
件
の
火
災
が
発
生
し
、
一

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た

が
、
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
の
迅
速

な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
よ
り
一
層
の
消
防
力
の
充
実

強
化
に
務
め
ま
す
。」と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
笠
原
団
長
は

「
魅
力
あ
る
消
防
団
づ
く
り
に
努

め
、
郷
土
の
防
人
と
し
て
活
動
し

て
参
り
ま
す
。」と
訓
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
長
年
消
防
団
員
と
し

て
功
績
の
あ
っ
た
方
々
、
ま
た
、

消
防
協
力
者
に
表
彰
状
や
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代

表
し
、
第
８
分
団
の
分
団
長
武
田

清
春
さ
ん
が「
郷
土
愛
護
の
精
神
と

社
会
福
祉
の
た
め
、
一
掃
の
努
力

と
誠
心
誠
意
奉
仕
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
。」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
は
団
員
全
員
で
万
歳
を
三

唱
し
、
無
事
故
、
無
火
災
を
誓
い

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

●
秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

第
８
分
団　

分
団
長　

武
田
清
春

第
９
分
団　

分
団
長　

菊
地
直
人

【
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
）】

本　
　

団　

副
団
長　

本
多　

健

第
14
分
団　

分
団
長　

庄
内　

章

【
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
）】

第
１
分
団　

副
分
団
長　

鈴
木　

豊

第
５
分
団　

副
分
団
長　

伊
勢　

知

第
７
分
団　

分
団
長　

本
多
金
雄

第
７
分
団　

班　

長　

佐
々
木
正
行

第
15
分
団　

分
団
長　

須
藤
義
則

【
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
）】

第
１
分
団　

班　

長　

鈴
木
英
実

第
８
分
団　

班　

長　

山
崎
匡
之

第
11
分
団　

分
団
長　

後
藤
和
彦

第
11
分
団　

副
分
団
長　

山
本
輝
義

第
13
分
団　

副
分
団
長　

紀
本
俊
哉

第
13
分
団　

班　

長　

太
田　

一

●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章（
10
年
勤
続
）】

本
部
分
団　

団　

員　

鈴
木
慎
太
郎

第
１
分
団　

団　

員　

阿
部　

芳

第
１
分
団　

団　

員　

武
内
靖
弘

第
２
分
団　

団　

員　

菊
地
新
吾

第
３
分
団　

班　

長　

木
藤
効
輝

第
３
分
団　

団　

員　

高
橋
則
行

第
４
分
団　

班　

長　

田
村
清
一

第
４
分
団　

団　

員　

田
村
政
彦

第
４
分
団　

団　

員　

後
藤　

芳

第
７
分
団　

団　

員　

神
馬
孝
悦

第
10
分
団　

団　

員　

後
藤
金
悦

第
10
分
団　

団　

員　

橋
本
淳
一

第
11
分
団　

団　

員　

山
本　

良

第
14
分
団　

団　

員　

門
脇　

強

第
14
分
団　

団　

員　

大
坂
潤
也

●
秋
田
県
消
防
協
会

　
能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

【
勤
続
章（
７
年
以
上
）】

第
１
分
団　

団　

員　

藤
田　

豊

第
１
分
団　

団　

員　

福
司
竜
也

第
２
分
団　

団　

員　

長
門
拓
志

第
３
分
団　

団　

員　

淺
野
一
真

第
４
分
団　

団　

員　

田
村　

敦

第
４
分
団　

団　

員　

田
村　

旭

第
５
分
団　

団　

員　

渡
邊
公
輝

第
７
分
団　

団　

員　

高
杉
晋
一

第
７
分
団　

団　

員　

藤
嶋
康
忠

第
10
分
団　

団　

員　

豊
田　

仁

第
10
分
団　

団　

員　

櫻
田
公
男

第
12
分
団　

団　

員　

越
中
敏
則

第
12
分
団　

団　

員　

三
浦　

斉

第
12
分
団　

団　

員　

武
田
大
輔

第
13
分
団　

団　

員　

舘
岡
弘
偉

第
13
分
団　

団　

員　

山
本　

真

第
15
分
団　

団　

員　

川
村
康
享

●
八
峰
町
長
表
彰

【
精
勤
章（
５
年
以
上
）】

第
１
分
団　

団　

員　

熊
沢
智
久

第
２
分
団　

団　

員　

柴
田
正
幸

第
７
分
団　

団　

員　

白
鳥
裕
也

第
７
分
団　

団　

員　

畠
山
善
行

第
10
分
団　

団　

員　

石
山
正
作

第
11
分
団　

団　

員　

佐
藤
俊
介

第
12
分
団　

団　

員　

日
沼
宏
平

第
15
分
団　

団　

員　

須
藤
和
彦

【
精
勤
章（
３
年
以
上
）】

第
２
分
団　

団　

員　

塚
本
一
也

第
３
分
団　

団　

員　

小
林
泰
樹

第
５
分
団　

団　

員　

米
森　

大

第
７
分
団　

団　

員　

神
馬
正
志

第
８
分
団　

団　

員　

川
村
裕
作

第
12
分
団　

団　

員　

岩
城
卓
也

●
少
年
警
火
団
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
感
謝
の
言
葉

水
沢
小
学
校
区　

水
沢
小
学
校
警
火
団

塙
川
小
学
校
区　

塙
川
小
学
校
警
火
団

八
森
小
学
校
区　

八
森
小
学
校
警
火
団

観
海
小
学
校
区　

観
海
小
学
校
警
火
団

岩
館
小
学
校
区　

岩
館
小
学
校
警
火
団


